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PRKAR1B

PRKAR1B; cAMP-dependent protein kinase type I-beta regulatory subunit
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、サイクリックAMP依存性タンパク質キナーゼA（PKA）の調節サブユニットであり、セカンドメッセンジャーcAMPのシグナル伝達経路に関与しています。2つの調節サブユニットと2つの触媒サブユニットがPKAホロ酵素を形成し、cAMP結合後に解散します。ホロ酵素は、イオン輸送、代謝、転写など、多くの細胞イベントに関与しています。この遺伝子には、同じタンパク質をコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2015年8月],PTM：擬似リン酸化部位が触媒鎖の基質結合領域に結合し、その結果、その活性が阻害されます。,類似性：cAMP依存性キナーゼ調節鎖ファミリーに属します。,類似性：2つのサイクリックヌクレオチド結合ドメインを含みます。,サブユニット：酵素の不活性型は、2つの調節鎖と2つの触媒鎖で構成されています。 cAMPによる活性化により、2つの活性触媒モノマーと、4つのcAMP分子に結合する調節二量体が生成される。,組織特異性：4種類の調節鎖（I-α、I-β、II-α、II-β）が認められる。これらの発現は組織によって異なり、恒常的である場合もあれば誘導性である場合もある。,
	研究分野
	アポトーシス阻害;ミトコンドリアアポトーシス;アポトーシスの概要;インスリン受容体;
	画像データ
	

	KAP1抗体を用いたCOLO205細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	PKA Iβ regポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	PKA Iβ regポリクローナル抗体を用いたCOLO205細胞のウェスタンブロット解析
	

	パラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

